
166号
令和3年（2021）

6 月 1 日号
年3回

（6月・10月・2月）
発行

誰もがつながりあって安心して暮らせる まち 上尾

あげお社協だより・生活支援ボランティア情報ふれふれ合併号
※「ふれふれ」には、人と人とのふれあいとボランティアを応援する（フレーフレー）という願いが込められています。※「ふれふれ」には、人と人とのふれあいとボランティアを応援する（フレーフレー）という願いが込められています。

12あげお社協だより・ふれふれ166号令和3年（2021）6月号

お知らせ掲示板お知らせ掲示板 informationinformation

なんでもお任せください !!なんでもお任せください !!
お見積り 完全無料!!お見積り 完全無料!!

電話でのご予約 0120-28-4141
〒362-0064 埼玉県上尾市大字小敷谷 729 
 https://www.oh28ya.com/branchf/ageo/

ちょっとしたことでも、

お庭の

喜んで!
伺います!

ちょっとしたことでも、

お庭の

喜んで!
伺います!

上尾店上尾店

植木･庭木の
お手入れ（剪定）
庭木・生垣の
刈込み

防草対策

植木・庭木の
抜根

芝生施工

空き地・空き家
管理

立木の伐採

草刈り・芝刈り

お墓の管理

植木・庭木の
植栽

高圧洗浄

その他

植木･庭木の
消毒

草取り

年間管理

植木・庭木の
移植

エクステリア

　皆さまからご協力いただきます会員会費は、上尾市の地域福祉
活動を支えるために使われております。詳細はホームページまた
は上尾市社会福祉協議会までお問い合わせください。

　社会福祉協議会（社協：しゃきょう）は、地域にお住いの皆さ
まと「誰もがつながりあって安心して暮らせるまち上尾」を推進
する民間団体です。地域福祉活動のより一層の充実を図るため、
会員加入にご協力をお願いいたします。

会 員 加 入 の お 願 い
令和３年度 上尾市社会福祉協議会

　社会福祉協議会の活動に賛同していただくサポー
ターです。ボランティア活動などへの参加が難しく
ても、社協会員の会費をもって地域福祉活動への応
援につながります。

会員
とは？
※加入は強制ではなく任意です。加入の有無で、特典や不利益は生じません。

　　年会費
１口   　500円
１口   　500円
１口　5,000円
１口　9,000円

会員の種類
世帯・個人会員
個人賛助会員
特別団体会員
施　設　会　員

登録ホームヘルパー登録ホームヘルパー
募集人数　若干名
資格要件　介護職員初任者研修修了以上
　　　　　（訪問介護職員養成研修（２級課程）修了相当）
勤務場所　上尾市内
　　　　　※おおむね自宅から徒歩および自転車で通える範囲
勤務時間　毎週日曜日から土曜日のうち、決められた日および時間
給 与 等　時給 1,350 円（身体介護、生活介護同額）１年後昇給有り
　　　　　ほか、土日祝日、早朝夜間、深夜手当て等あり
申し込み　所定の申込用紙（写真１枚貼付）に必要事項を記入の上、
　　　　　お申し込みください。
　　　　　※申込用紙は在宅福祉課または上尾市社会福祉協議会ホームページ
　　　　　　　にあります。

在宅福祉課　訪問介護係　　℡ 048－773－7827
８:30 ～ 17:15　月～金曜日（祝祭日を除く）問い合わせ

上尾市社会福祉協議会  地域福祉課  ボランティア係
℡ 048－773－7155　８:30 ～ 17:15　月～金曜日（祝祭日を除く）
共催 : 上尾市・上尾市ボランティア連絡会

問い合わせ

　共同募金配分金をもとに、対象となる小学生・中学生に対し援
助をしています。申請書に必要事項を記入のうえ、以下のとおり
提出してください。
援助行事等 ※他の補助金を差し引いた以下上限金額について支給
させていただきます。
●対象行事　遠足費（宿泊を伴わない事業）
　対象世帯　要保護（生活保護を受給している）世帯
　援 助 額　小学生　実費額（ただし上限 2,000 円）
　　　　　　中学生　実費額（ただし上限 4,000 円）
●対象行事　林間（臨海）学校費（宿泊を伴う事業）
　対象世帯　準要保護（教育委員会の援助を受けている）世帯
　援 助 額　小・中学生　実費額（ただし上限 10,000 円）
※申請については当年度の行事１回とさせていただきます。
申請方法
　申請書は通学されている小・中学校から対象の世帯の方に行事
参加終了後、配布されます。「遠足費等援助費申請書」に必要事項
を記入し、上尾市社会福祉協議会まで直接提出いただくか、以下
の郵送先へ郵送してください。
提出書類
　　　１） 遠足費等援助申請書
　　　２）振込先の通帳１ページ目のコピー（口座名義等確認）
申請書締切日
　令和４年３月 14日（月）必着（随時受付）
　行事終了後、速やかに申請してください。

　申請内容につきましては、学校に行事参加状況等の確認をさせ
ていただきます。その後、社会福祉協議会より保護者様あてへの
決定通知の郵送及び、ご指定口座への振込みをさせていただきま
す。
　記入方法等にご不明な点がございましたら、
連絡先までお問い合わせください。

要保護及び準要保護世帯の
児童・生徒遠足費等の援助について

要保護及び準要保護世帯の
児童・生徒遠足費等の援助について

問い合わせ
・

郵送先

〒362-0011　上尾市大字平塚 724番地
上尾市社会福祉協議会　地域福祉課　総合相談係
（送付する封筒に遠足費等援助申請書在中と記載してください）
℡ 048－773－7155
８:30 ～ 17:15　月～金曜日（祝祭日を除く）

フードドライブフードドライブ

　新型コロナウイルスの影響で経済が悪化し、困窮している家
庭が増加しています。上尾市社会福祉協議会ではこうした方々
を支援するため、フードドライブを開催します。
※フードドライブとは、自宅にある食品を持ち寄り、それらを
生活に困っている家庭に無料で提供するフードパントリーなど
へお渡しする取り組みです。
※ご寄付いただいた食品は、団体が配布します。

寄付いただきたい食品：お米・乾麺・スパゲティ・缶詰・レト
ルト食品・調味料・インスタント食品（味噌汁、スープ）お菓
子等保存可能な食品
※賞味期限が２か月以上あるもの。
※上記以外の食品については受け取れません。

一般家庭・学校・職場 食事に困っている方フードバンク

▶ ▶

募集募集

●ポスティングに関するお問い合わせは、㈱埼玉ロジスティックス（048-726-9240）までご連絡ください。

～ もったいない を ありがとう へ ～

会　場　上尾市役所　ギャラリー

日　時 令和３年６月 17日（木）　13時 30分～ 16時
 18 日（金）
 19 日（土）　10時～ 16時 21 日（月）
 22 日（火） ※６月20日（日）は除きます。

〒362-0011 上尾市大字平塚724番地上尾市総合福祉センター内

TEL 048－773－7155　FAX 048－772－8647

編　集
発行人

ホームページ

この社協だよりは、共同募金配分金を活用し発行しています。

社会福祉法人
上尾市社会福祉協議会・ボランティアセンター

あげお社協

Mail ／ ageo-sha@mb.jnc.ne.jp
URL ／ http://www.ageo-shakyo.or.jp/
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▶公式 Twitter はじめました
 https://twitter.com/ageo_shakyo



会長就任のあいさつ

　令和３年４月１日から上尾市社会福祉協議会会長に就任いた
しました、小山晴久でございます。
　上尾市は少子高齢化時代を迎え、様々な世代の福祉に対する
ニーズはますます高まっています。また、新型コロナウイルス
感染症により、これまで経験したことのない状況が続く中、本
会は市行政と連携して福祉向上に努めているところです。
　さて、上尾市社会福祉協議会は、市と合同で「第２次上尾市

地域福祉計画・第５次上尾市地域福祉活動計画」に基づき、地域の見守り・支えあい活
動の仕組みづくりを進めています。具体的には、住民の方が気軽に立ち寄っていただけ
る13の社協支部を中心とした福祉初期相談窓口を開設しています。
　また「ご近所」の関係が希薄化している今、サロン活動・近隣見守り活動を実施しな
がら、住民の孤立をどう防ぐかを念頭に、関係機関との情報共有に努め、福祉サービス
を利用しやすい地域づくりを進めてまいります。さらに「誰もがつながりあって安心し
て暮らせるまち上尾」の実現に向け、地域福祉を推進する中心的役割をなす民間福祉団
体として、市民の皆様のお力添えをいただきながらその使命を十分に発揮できますよう
役員、職員一丸となって努力を重ねてまいりたいと存じますので、これまで同様、皆様
のご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げ就任のあいさつとします。

会長　小山　晴久
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活
動
を
き
め
細
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

　
②
　
社
会
資
源
間
及
び
そ
の
資
源
と
地
域
活

動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
と

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
検
討
し
結
び
付
け

て
い
き
ま
す
。

　
③
　「
あ
げ
お
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の
協

力
員
を
募
集
し
て
、
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
④
　
寄
付
文
化
の
醸
成
を
推
進
し
、
社
協
に

お
け
る
財
源
の
確
保
に
積
極
的
に
努
め
ま

す
。具
体
的
に
は
、「
善
意
銀
行
」の
運
営
、

「
施
設・団
体
会
員
」の
拡
大
、「
賛
助
会
員
」

の
募
集
の
取
り
組
み
を
、
社
協
内
各
部
署

と
連
携
し
推
進
し
ま
す
。

　
⑤
　
近
年
多
発
す
る
国
内
の
災
害
に
対
応
す

る
た
め
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

立
ち
上
げ
訓
練
」
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
⑥
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、「
夏
休
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」
を
開
催
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
人
口
の
増
大
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
教
育
は
、
対
象
者
を
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
と
広
く
と
ら
え
、
学
校
の

み
な
ら
ず
企
業
や
諸
地
域
に
も
出
向
き
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

４  

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
、
在
宅
で
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
質
の
向
上
と

人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
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ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
は
、
子
育
て
支
援
が
必
要
な
方
へ
の
周
知

と
支
援
員
（
提
供
会
員
）
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

５
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５
次
上
尾
市
地
域
福
祉
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動
計
画
の
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第
2
次
上
尾
市
地
域
福
祉
計
画
・
第
5
次

上
尾
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
は
5
年
目
を
迎

え
、
次
の
計
画
に
向
け
て
策
定
の
作
業
を
行

い
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
地
域
住
民
が
福
祉
課
題
を
我
が
こ

と
と
捉
え
行
動
す
る
こ
と
や
、
関
係
者
間
の

連
携
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
と
合

同
で
事
務
局
体
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を
と
り
な
が
ら
、
計
画
を

推
進
す
る
た
め
の
基
盤
の
強
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
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こ
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よ
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え
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と
共
に
、
募
金
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の
募
集
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も
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っ
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い
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ま
た
、
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N
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活

用
し
迅
速
な
情
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の
提
供
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の

拡
充
を
行
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と
と
も
に
、
若
い
世
代
が
関
心

を
も
つ
よ
う
な
内
容
の
工
夫
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
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世
帯
・
個
人
会
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個
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賛
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、

見
守
り
活
動
や
各
支
部
事
業
な
ど
、
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な

財
源
で
す
。「
地
域
住
民
相
互
の
助
け
合
い
」

を
基
本
に
し
て
、
会
費
が
地
域
福
祉
活
動
に

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
地
域
住
民
へ
会

合
や
行
事
を
通
し
て
説
明
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
会
員
加
入
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
自
動
販
売
機
の
収
益
に
つ
い
て
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、
減
少

傾
向
の
た
め
、
自
動
販
売
機
の
設
置
協
力
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を
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ー
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ー
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を
活
用
し
募
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し
て
い

き
ま
す
。
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事
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理
事
会
・
評
議
員
会
及
び
各
種
委
員
会
の

円
滑
な
運
営
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
促
進
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
上
尾

市
よ
り
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
受
託
に
向
け

て
、
組
織
基
盤
を
強
化
し
職
員
の
研
修
や
人

材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
災
害
時
対
応
と
し
て
は
、
緊
急
時
に
職
員

の
安
全
確
保
や
事
業
が
滞
り
な
く
継
続
で
き

る
よ
う
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
B
C
P

計
画
に
則
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　　
上
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う
未
曽
有
の
大
災
害
に

対
し
、
全
て
の
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
と
し
、
従
来
の
「
集
ま
る
」
活
動
か

ら
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
形
で
の
「
つ
な
が

り
続
け
る
」
活
動
を
模
索
し
、
実
践
す
る
1
年

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
感
染
対
策
を
徹

底
し
た
う
え
で
「
顔
を
合
わ
せ
る
」
活
動
も
検

討
し
、住
民
の
孤
立
や
フ
レ
イ
ル（
※
注
４
ペ
ー

ジ
）
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
本
的
な
役
割

の
一
つ
と
し
て
、「
住
民
主
体
の
理
念
に
基
づ

き
、
地
域
福
祉
問
題
に
取
り
組
み
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
の
実
現

を
目
指
す
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
に
と
っ
て
の
地
域
福
祉
と
は
、
極
め
て

自
治
活
動
に
近
く
、
押
し
付
け
ら
れ
る
も
の
や

与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
本
会
の
経
営
及
び
運
営
組
織
、
社
協

支
部
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
福
祉
推
進
の
組
織

づ
く
り
、募
金
や
会
費
の
募
集
等
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
・
町
内
会
・
区
会
に
対
し
て
、
丁
寧
に

趣
旨
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
協
力

を
求
め
て
い
く
こ
と
が
、
な
お
一
層
重
要
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
お
互
い
の

「
思
い
」
や
「
気
づ
き
」
に
働
き
か
け
、
形
に

し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
方
針
と
し
て
、「
孤

立
」
な
ど
地
域
課
題
に
向
き
合
い
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

  

新
規
・
重
点
項
目

１
　
生
活
相
談
と
支
援
活
動
の
推
進

　
　
　
　
　  

〜
個
別
相
談
機
能
の
充
実
〜

　
本
会
は
、
地
域
住
民
が
設
置
す
る
「
福
祉

初
期
相
談
の
窓
口
」
と
し
て
、
13
の
支
部
拠

点
が
あ
り
ま
す
。「
要
支
援
者
」
と
「
そ
の

方
を
取
り
巻
く
地
域
住
民
」、「
関
係
機
関
」

と
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し
て
、
支
援
活
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

２
　
社
協
支
部
活
動
の
推
進

　
地
域
の
様
々
な
福
祉
課
題
に
つ
い
て
、
13

の
社
協
支
部
を
通
じ
て
、
問
題
を
抱
え
る
方

へ
の
寄
り
添
う
支
援
と
そ
う
し
た
方
々
を
排

除
し
な
い
支
え
あ
え
る
地
域
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
互
助
力
の
向
上
を
目
指
し

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を
市
よ
り
受

託
し
、
市
全
域
の
業
務
を
担
う
「
第
1
層
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
各
支
部
圏

域
に
「
第
2
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
配
置
し
、
本
会
地
域
福
祉
活
動
と

重
ね
て
取
り
組
み
ま
す
。

３
　
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

　
　
　   

推
進
及
び
地
域
福
祉
財
源
の
獲
得

　
①
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
団
体
の
育

成
、
支
援
、
福
祉
教
育
の
推
進
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
準
備
、
生

活
支
援
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す

る
広
報
啓
発
を
充
実
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

収益事
業区分 社会福祉事業区分

区
　分

予
算
概
要

法
人
運
営
事
業
拠
点
区
分

会
員
会
費
の
加
入
促
進
（
7
月
強
化
月
間
）
：
世
帯
・
個
人
会
費
、
賛
助
会
費
、
特
別
団
体
会
費
、
施
設
会
費
の
募
集

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
は
み
な
さ
ま
の
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
福
祉
に
関
す
る
事
業
の
一
部
や
、

本
会
の
地
域
福
祉
に
関
わ
る
事
業
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
事
業
拠
点
区
分

市
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活
に
関
わ
る
心
配
ご
と
相
談
や
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
、
見
守
り
が
必
要
な
方
へ
の
あ
っ

た
か
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
市
内
13
社
協
支
部
で
の
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
の
た
め

の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
う
た
め
の
事
業
費
で
す
。

受
託
事
業
拠
点
区
分

上
尾
市
か
ら
事
業
運
営
を
受
託
し
、
意
思
疎
通
支
援
（
手
話
通
訳
）
事
業
や
こ
と
ぶ
き
荘
の
運
営
、
子
育
て
支
援
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
日
常
生
活
圏
域

の
市
内
13
社
協
支
部
の
地
域
福
祉
活
動
に
重
ね
て
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
た
め
事
業
費
が
増
額
し
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
拠
点
区
分

介
護
保
険
事
業
に
関
わ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

障
害
者
総
合
支
援
事
業

拠
点
区
分

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
わ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
、
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
し
の
木
園
の
運
営
を
行
う
た
め
の
事
業
費
で
す
。

収
益
事
業
拠
点
区
分

自
動
販
売
機
設
置
事
業
や
こ
と
ぶ
き
荘
売
店
で
の
飲
食
物
等
の
販
売
、
か
し
の
木
園
の
陶
芸
品
等
の
作
製
・
販
売
な
ど
の

た
め
の
予
算
で
す
。
 
 

 

 

 

退
職
手
当
積
立
金
事
業

拠
点
区
分

常
勤
職
員
・
常
勤
嘱
託
職
員
の
退
職
手
当
積
立
金

会　計　単　位
社会福祉事業区分
収益事業区分
合　　　計

予算額 （単位：千円）
763 ,149
25 , 095
788 , 2 4 4

上
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会（
社
協
）

  

令
和
3
年
度
事
業
方
針

誰
も
が
つ
な
が
り
あ
っ
て
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち 

上
尾

令和３年度年度
収入・支出　763,149千円

社会福祉事業区分（単位：千円）
退職手当積立金事業拠点区分

 23,921千円　3%
退職手当積立金事業拠点区分

 23,921千円　3%

法人運営事業拠点区分
235,592千円　31%
法人運営事業拠点区分
235,592千円　31%

地域福祉事業拠点区分
87,533千円　11%
地域福祉事業拠点区分
87,533千円　11%受託事業拠点区分

142,964千円
19%

受託事業拠点区分
142,964千円

19%

介護事業拠点区分
50,180千円　7%
介護事業拠点区分
50,180千円　7%

障害者総合支援事業拠点区分
222,959千円　29%

障害者総合支援事業拠点区分
222,959千円　29%

令和3年度 上尾市社会福祉協議会予算額
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昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
上
尾
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
社
協
支
部
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

福
祉
活
動
に
つ
い
て
、「
す
べ
て
の
人
の
命
と
健
康
を

守
る
」
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き

た
「
つ
な
が
り
」
を
切
ら
さ
ず
に
、
つ
な
が
り
続
け
る

方
法
を
模
索
し
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
人

と
の
出
会
い
や
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
な
く
し
た
生
活

が
長
期
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い
を
利
用
す

る
側
、
活
動
す
る
側
と
も
に
、「
フ
レ
イ
ル
」（※

注
）

や
「
孤
立
化
」
が
進
行
し
、
つ
な
が
り
が
途
絶
え
て
し

ま
う
懸
念
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
た
な
つ
な
が
り
づ
く
り

と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
２
つ
の
取
り
組
み

を
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
は
、
毎
年
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し

て
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、YouTube

に
よ
る
録
画

配
信
で
実
施
し
ま
し
た
。
基
調
講
演
及
び
コ
ロ
ナ
禍
で

の
地
域
の
取
り
組
み
事
例
を
事
前
に
撮
影
し
た
も
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
ご
視
聴
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（※

講
師
の
基
調
講
演
及
び
地
域
の
取
り
組
み
事
例
は

次
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
）

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
サ
ロ

ン
研
修
。
地
域
活
動
を
実
践
し
て
い
る
方
同
士
が
、
ご

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
し
て
顔
を

合
わ
せ
な
が
ら
、
つ
な
が
る
こ
と
の
意
義
を
再
確
認
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
お
け
る

選
択
肢
を
広
げ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
初
の
試
み
に

ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続
で
し
た
が
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

YouTube 配信の一場面（原市団地支部による事例発表）

～オンラインを活用した新たなつながりづくり～

第30回地域福祉を考える集い
『つながりを切らない、つながり続ける支え合う活動へ』

只今、絶賛配信中！！（3月1日より配信開始）
以下の検索ワードでご視聴ください

〇講師　公益財団法人　ダイヤ高齢社会研究財団　
　　　　　　　　　　　　　　　　　主任研究員　澤岡　詩野　氏
〇事例発表団体　　
　　　　　　上尾市社会福祉協議会 原市団地支部　
　　　　　　小泉支え合いの会

サロンオンライン研修
　　　 「コロナ禍でつながり続ける取り組み」 
〇実　施　日　令和３年３月18日（木）　
〇参 加 対 象　市内サロン活動実践団体・
　　　　　　　通所型サービスB事業実施団体
〇参 加 者 数　約30名
　　　　　　　（オンライン環境がない方等で会場参加の方含む）
〇講　　　師　公益財団法人　ダイヤ高齢社会研究財団　
　　　　　　　　　　　　　主任研究員　澤岡　詩野　氏

（※注）フレイルとは・・・
　『加齢に伴う予備能力低下のため、ストレスに対する回復力が
低下した状態』を表す“frailty”の日本語訳として日本老年医学
会が提唱した用語

厚生労働省「高齢者の特性を踏まえた保健事業ガイドライン」より

　
澤
岡
氏
に
は
、「
地
域
福

祉
を
考
え
る
集
い
」「
サ
ロ

ン
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」
の

２
つ
の
事
業
を
通
じ
て
基

調
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
事
例
発
表
者
や

研
修
参
加
者
と
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
澤
岡
氏
が
一
貫
し
て
伝
え
て
い
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
今
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
や
り
方
や

方
法
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
時

こ
そ
、「
や
り
た
い
こ
と
」「
大
事
に
し
た
い
こ
と
」「
目

的
」を
あ
ら
た
め
て
考
え
、そ
こ
か
ら「
今
で
き
る
こ
と
」

を
探
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
時
に
〝
置
き
換
え
る
〞
と
い
う
視
点
を
持

つ
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
紡
い
で
き
た
つ
な
が
り
を
維
持

し
、
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
で
す
。

　「
集
え
な
い
、
出
か
け
ら
れ
な
い
な
ら
代
わ
り
に
〇

〇
を
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
発
想
で
す
。

　「
で
き
る
こ
と
」
は
最
後
ま
で
必
ず
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
見
つ
け
、
続
け
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
の
も
、

豊
か
な
地
域
に
求
め
ら
れ
る
視
点
と
い
え
る
と
結
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

〝
置
き
換
え
る
〞と
い
う
視
点

公
益
財
団
法
人

　ダ
イ
ヤ
高
齢
社
会
研
究
財
団

　
　
　
　
　

  

主
任
研
究
員

　澤
岡

　詩
野  

氏

コロ
ナ
禍
の
地
域
活
動

「
代
わ
り
と
し
て
で
き
る
こ
と
、変
わ
ら
ず
に
で
き
る
こ
と
」

ZOOMによるオンライン研修の様子（会場参加の方）

事例報告①

上
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
　原
市
団
地
支
部

お
す
そ
わ
け
活
動

　
　
　
　
　

   

は
ら
だ
ん
ら
ん
畑

　
高
齢
化
が
進
む
Ｕ
Ｒ
団
地
で
は
集
ま
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
そ
う
で
す
。
何

度
と
な
く
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
喫
茶
や
交
流
会

の
再
開
を
模
索
す
る
も
、
感
染
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
断

念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
目
を
向
け
た
の
が
野
外
で
の
取

り
組
み
で
し
た
。
団
地
前
の
畑
を
借
り
、
み
ん
な
が

立
ち
寄
り
、
自
由
に
使
っ
て
も
ら
え
る
「
場
所
」
を

提
供
す
る
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
土
の
掘
り
起
こ
し
や
、
草
取
り
を
し
、
近
く
を
通

る
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
沢
山
の
作
物
を
育

て
、
収
穫
し
、
住
民

た
ち
に
配
布
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
新
た
な
住

民
の「
団
ら
ん
の
場
」

と
し
て
い
き
た
い
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

草取りをした畑&ボランティア募集の看板

事例報告②

小
泉
支
え
合
い
の
会

子
育
て
サ
ロ
ン〝
わ
〜
い
輪
愛
〞

試
行
錯
誤
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
開
催

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
自
粛
の

中
、
サ
ロ
ン
の
再
開
を
望
む
声
を
多
く
聞
き
、「
こ

の
ま
ま
で
は
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
離
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
」
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　「
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
し
つ
つ
、
つ
な
が
り
を
感

じ
ら
れ
る
取
り
組
み
と
は・・・」と
模
索
し
た
結
果
た

ど
り
着
い
た
の
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
で
し
た
。

　
画
面
越
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
会
え
る
喜
び
」や「
つ

な
が
っ
て
い
る
喜
び
」
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
在
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に
よ
り
、
パ
パ
同
士

の
つ
な
が
り
も
で
き
る
な
ど
の
波
及
効
果
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
　
　

　
今
後
は
野
外
で

顔
を
合
わ
せ
る
な

ど
、
今
の
活
動
を

基
盤
に
つ
な
が
り

続
け
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た

い
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

オンラインサロンの様子

特集

事例報告①
事例報告②

Withコロナ
第30回地域福祉を考える集い

★



戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
世
界
中
の
大
学
が
教
師
と

学
生
を
つ
な
ぐ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
準
備
を
整
え
た
。

「
○
○
さ
〜
ん
、
聞
こ
え
る
か
〜
い
？
」
恐
る
恐
る
学

生
の
名
を
呼
ぶ
、
ま
る
で
頼
り
な
い
出
席
確
認
が
、

I
C
T
の
苦
手
な
私
の
授
業
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
最
初
の
課
題
は
、
私
が
小
学
校
教
員
時
代
に
よ
く
取

り
組
ん
だ
4
月
春
の
題
材
「
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
の
お
さ
ん

ぽ
」
で
あ
る
。
普
通
の
コ
ピ
ー
紙
を
材
料
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ

と
飛
ぶ
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
を
作
る
工
作
だ
。
こ
の
ヒ
ラ
ヒ

ラ
す
る
紙
を
見
せ
る
と
、
た
い
て
い
の
子
ど
も
た
ち
は

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
を
連
想
す
る
、
そ
こ
に
着
目
し
て
題
材

化
し
た
低
学
年
の
工
作
で
あ
る
。
学
生
に
は
基
本
と
な

る
道
具
や
材
料
を
示
す
だ
け
で
作
り
方
は
伝
え
な
い
。

な
ぜ
な
ら
児
童
学
科
の
学
生
に
と
っ
て
作
り
方
を
考
え

る
こ
と
は
、
取
り
組
む
子
ど
も
の
気
持
ち
や
様
子
を
考

え
る
こ
と
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
出
来
上

が
っ
た
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
で
「
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
遊

び
を
す
る
か
を
想
像
し
て
、
遊
ぶ
」
ま
で
が
こ
の
課
題

の
内
容
だ
。
そ
の
画
像
を
交
え
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う

に
伝
え
た
。
ま
だ
ど
こ
か
実
感
の
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
呼
び
か
け
に
、
ど
ん
な
応
え
が
あ
る
だ
ろ
う
。
授
業

の
流
れ
は
、
提
出
物
か
ら
魅
力
的
な
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
作
者
の
話
を
聞
き
、
他
の
学
生

の
感
想
や
活
動
の
実
り
を
確
か
め
合
う
。
会
え
な
い
仲

間
が
ど
の
よ
う
に
し
て
同
じ
課
題
に
取
り
組
ん
だ
の
か

を
見
な
が
ら
、
自
分
の
「
実
践
を
振
り
返
る
」＝「
表
現

し
、
そ
し
て
鑑
賞
す
る
」
そ
ん
な
学
び
の
道
筋
を
明
確

　
コ
ロ
ナ
禍
、
触
れ
合
い
が
絶
た
れ
、
想
い
を
直
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
ん
な
困
難
に
直
面
し
て
き

た
。
感
染
が
無
症
状
で
始
ま
る
よ
う
に
、
そ
の
困
難
の

全
貌
は
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
だ
ま
だ
光
が

見
え
な
い
と
こ
ろ
、
困
難
か
ら
見
え
た
「
つ
な
が
り
」、

そ
の
使
い
慣
れ
た
言
葉
の
奥
行
き
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
昨
年
春
、
私
が
勤
め
る
大
学
も
、
会
う
こ
と
が
叶
わ

な
い
ま
ま
新
入
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
始
ま
っ
た
。

保
育
士
や
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
を
目
指
す
学
生
を
対

象
に
し
た
子
ど
も
の
造
形
表
現
を
学
ぶ
科
目
だ
。
本
来

な
ら
美
術
室
で
絵
の
具
や
粘
土
を
手
に
、
子
ど
も
た
ち

の
世
界
を
、
実
技
を
通
し
て
探
検
す
る
。
多
く
の
学
生

は
大
人
に
な
る
こ
と
で
子
ど
も
の
時
間
を
ほ
ぼ
忘
れ
て

し
ま
い
、
子
ど
も
た
ち
の
い
る
世
界
を
き
ち
ん
と
理
解

す
る
の
は
難
し
い
も
の
だ
。
そ
こ
で
造
形
活
動
を
通
し

て
「
子
ど
も
時
代
の
瑞
々
し
い
感
覚
」
を
味
わ
い
直
し
、

子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
糸
口
や
、
関
わ

り
方
を
探
る
な
ど
の
造
形
教
育
の
基
礎
を
学
ぶ
。
そ
の

全
て
が
突
然
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
っ
た
。
そ
の
内

容
を
十
分
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
私
は
正
直
、

う
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
に
な
り
、
花
と
話
す
。
こ
れ
が
大
人

の
忘
れ
て
し
ま
っ
た
「
子
ど
も
の
流
儀
」
だ
。Ａ
さ
ん

は
直
感
的
に
そ
の
こ
と
を
表
現
し
た
。
体
ご
と
取
り
組

む
Ａ
さ
ん
の
活
動
は
、
正
に
自
分
の
内
に
蘇
っ
た
子
ど

も
を
体
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ａ
さ
ん
は
、
実
際
に
公

園
に
行
き
青
空
の
下
で
踊
っ
た
。「
仲
間
を
増
や
し
た

か
っ
た
の
で
、
自
分
が
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
に
な
っ
て
み
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
本
当
に
飛

べ
そ
う
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」…

レ
ポ
ー
ト
に
は
、
で

き
る
限
り
を
尽
く
し
て
応
え
る
Ａ
さ
ん
の
姿
が
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
誰
も
が
バ
ラ
バ
ラ
に
引
き
裂
か
れ
、

一
人
の
世
界
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
く
最
中
、Ａ
さ
ん
の
明

る
く
元
気
な
取
り
組
み
に
誰
も
が
引
き
付
け
ら
れ
る
。

「
仲
間
を
増
や
し
た
い
私
は
、
こ
ん
な
挑
戦
を
し
て
い

る…

」
そ
ん
な
Ａ
さ
ん
の
応
え
か
ら
何
か
が
届
く
。
そ

れ
は
周
り
を
暖
め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
照
ら
し
、
み
ん
な
を

勇
気
づ
け
る
「
熱
」
だ
。

　
学
び
と
は
呼
び
か
け
に
応

え
る
こ
と
、
熱
を
確
か
め
、

つ
な
が
る
こ
と
。
つ
な
が
り

は
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
む

こ
と
。
こ
の
よ
う
に
「
つ
な

が
り
」
の
言
葉
の
奥
行
き
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
何
か
が

宿
り
、「
呼
び
」、「
応
え
」
続

け
る
他
者
と
の
関
わ
り
が
あ

る
。
学
び
に
終
わ
り
は
な
い
、

そ
れ
は
生
き
る
上
で
誰
も
が

必
要
な
や
り
と
り
な
の
だ
。

　
な
ら
ば
私
た
ち
は
「
熱
」
の
在
り
か
を
も
う
一
度
、

探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
は
ど
う
し
て
い
る
の
か…

と
。
見
る
と
も
な
く

見
え
、
聞
く
と
も
な
く
聞
こ
え
る
も
の
か
ら
閉
ざ
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
言
葉
に
な
ら
な
い
声
、
呼
び
か

け
る
熱
を
置
き
去
り
に
し
て
い
な
い
か
、
子
ど
も
た
ち

は
応
え
を
待
っ
て
い
る
。

　
私
は
ま
だ
、Ａ
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

ど
う
し
て
も
Ａ
さ
ん
と
教
室
で
会
い
、
声
を
交
わ
し
た

い
。
そ
の
「
初
め
て
の
再
会
」
が
、
私
の
コ
ロ
ナ
禍
の

学
び
の
証
し
だ
。
そ
し
て
「
小
さ
な
子
た
ち
の
生
き
る

上
で
必
要
な
や
り
と
り
」
に
つ
い
て
Ａ
さ
ん
た
ち
と
考

え
始
め
た
い
。
コ
ロ
ナ
以
後
に
、い
た
る
と
こ
ろ
で「
初

め
て
の
再
会
」
が
あ
る
だ
ろ
う
。
新
た
な
つ
な
が
り
に

生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
し
た
い
。
仲
間
の
多
様
な
見
方
や
考
え
方
に
出
会
う

こ
と
は
授
業
の
大
き
な
活
力
と
な
る
は
ず
だ
。
こ
れ
が

普
段
の
対
面
授
業
で
あ
れ
ば
「
見
る
と
も
な
く
見
え
、

聞
く
と
も
な
く
聞
こ
え
る…

」
そ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
か
ら
自
分
に
何
か
が
届
く
、
そ
れ
こ
そ
が
大
切
な
創

造
や
学
び
の
資
源
だ
っ
た
の
だ
。
こ
う
な
っ
て
強
く
思

う
の
は
、
大
学
生
も
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
「
教
室

で
共
に
学
ぶ
こ
と
」
に
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。そ
こ
に
あ
る
豊
か
さ
が
愛
お
し
い
。

　
Ａ
さ
ん
は
東
北
の
実
家
か
ら
授
業
に
参
加
し
て
い

た
。
彼
女
は
小
さ
な
コ
ピ
ー
紙
の
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
だ
け

で
は
満
足
せ
ず
に
、大
き
な
紙
で
羽
を
作
り
色
を
塗
り
、

自
分
の
背
中
に
つ
け
よ
う
と
考
え
た
。
確
か
に
子
ど
も

た
ち
は
、
工
作
す
る
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
が
た
と
え
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
だ
と
し
て
も
、
自
分
が
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
に
な

る
こ
と
を
考
え
る
。
花
を
描
け
ば
花
に
な
り
、
蜜
を
吸

寄稿コロナ禍、「つながり」その言葉の奥行き

I
C
T
で
つ
な
が
る
先
に

見
る
と
も
な
く
見
え
…

　
　
　
　聞
く
と
も
な
く
聞
こ
え
る
…

呼
び
か
け
に
応
え
る

小
さ
な
子
た
ち
へ
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コロナ禍、「つながり」
　　その言葉の奥行き

聖学院大学  児童学科　柴﨑　裕

柴﨑　裕（しばざき　ひろし）　聖学院大学　特任教授
東京学芸大学大学院修了。東京都公立小学校図画工作専科教諭を30数年勤め、2018年
より現職。国立美術館の教育普及に関する委員（2006～2010）。第59回読売教育賞美術
教育最優秀賞『「図工大好き子ども美術展」1998～2010年のあゆみ』。第49回教育美術・
佐武賞佳作賞『東日本大震災と美術教育　きぼうのてプロジェクトから』。国立美術館全
国研修会ファシリテーター（2018～2019年）。東京国立近代美術館『夏休み！こども美術館
ゴードン・マッタ：クラークスペシャル』のプログラム企画・ファシリテーター（2018年）
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オンラインでの傾聴ボランティア活動（総合福祉センターと福祉施設をパソコンを使ってつなぎます）
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考
え
よ
う
！

今
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を…

夏休みボランティア体験2021メニュー一覧
1日からでも体験可能

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
る
は
ず
・・・

「
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
何
か
し
た
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

み
た
い
け
ど
き
っ
か
け
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
方
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

福祉について学ぼう

福祉施設でのボランティア活動

1 2 3 4
対　象　社・大・高・中・小
場　所　上尾市民体育館
　　　 （上尾市向山４-３-10）
内　容　車いすに乗り、操作しな
　　　　がらバスケットボールを
　　　　行う
日　程　8/６
　　　　午前の部　9:00～12:00
　　　　　　　　　　　　  中・小
　　　　午後の部　13:00～16:00
　　　　　　　　　　  社・大・高
定　員　各15名

対　象　社・大・高・中・小
場　所　上尾市総合福祉センター
　　　 （上尾市大字平塚724）
内　容　カラーのボールを投げた
　　　　り転がしたりして、目標
　　　　球にいかに近づけるかを
　　　　競う
日　程　8/５　10:00～14:00　
定　員　12名

対　象　社・大・高・中・小
場　所　上尾市市民活動支援センター
　　　 （上尾市柏座1-1-15プラザ
　　　　館3階）上尾駅東口駅前
内　容　点字の体験
日　程　8/10、8/12  
　　　　午前の部　10:00～12:00
　　　　　　　　　　  社・大・高
　　　　午後の部　13:30～15:30
　　　　　　　　　　　　  中・小
定　員　各10名　

対　象　社・大・高・中・小
場　所　上尾市総合福祉センター
　　　 （上尾市大字平塚724）
内　容　使用済みの切手を整理する
日　程　8/10、8/11、8/12
　　　　午前の部　10:00～11:00
　　　　午後の部　13:30～14:30
定　員　各5名
　　　　※お一人様1回に限ります

使用済み切手の整理点字ボッチャ車いすバスケットボール

7 8 9

対　象　社・大・高・中・小
場　所　パストーン浅間台
　　　 （上尾市浅間台2-17-1）
内　容　洗濯物たたみと整理
日　程　8/16～8/20、8/23～8/24
　　　　午前の部　10:00～11:00
　　　　午後の部　14:00～15:00
定　員　各2名

対　象　社・大・高・中・小
場　所　パストーン浅間台
　　　 （上尾市浅間台2-17-1）
内　容　レクリエーションの準備と
　　　　手伝い
日　程　8/16～8/20、8/23～8/24
　　　　午前の部　10:00～11:00
　　　　午後の部　14:00～15:00
定　員　各2名
　　　

対　象　社・大・高
場　所　しののめ
　　　 （上尾市平塚2141）
内　容　洗濯物たたみと整理
日　程　8/16～8/20、8/23～8/24
　　　　14:00～15:00
定　員　各2名

対　象　社・大・高
場　所　ひこうき雲
　　　 （上尾市中妻1-2-4）国大
　　　　セミナー（学習塾）の裏
内　容　子ども用車いすの清掃
日　程　8/16～8/20、8/23～8/24
　　　　のいずれか
　　　　13:30～15:00
定　員　各1～2名

子ども用車いすの清掃洗濯物たたみレクリエーション準備・手伝い洗濯物たたみ
特別養護老人ホームパストーン浅間台 デイサービスセンターパストーン浅間台 介護老人福祉施設しののめ
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対　象　中・小
場　所　上尾市総合福祉センター
　　　 （上尾市大字平塚724）
内　容　パソコンを使用し、オンライ
　　　　ンで高齢者の方のお話相手を
　　　　する

日　程　8/4、8/18
　　　　午前の部　10:30～11:30
　　　　午後の部　13:30～14:30
定　員　各3名
　　　

日　程　8/19
　　　　14:00～15:00
定　員　2～3名

対　象　中・小
場　所　上尾市総合福祉センター
　　　　（上尾市大字平塚724）
内　容　パソコンを使用し、オンラ
　　　　インで高齢者の方のお話相
　　　　手をする

オンライン傾聴オンライン傾聴
有料老人ホーム家族の家ひまわり上尾 デイサービスあおいそら

重症心身障がい児支援施設ひこうき雲

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □

□ □
□ □ □

□ □ □
□ □

6 6月7日㈪～7月2日㈮
応募期間

必着

社：社会人（一般の方）
大：大学生（専門学校生も含む）
高：高校生
中：中学生
小：小学生

対象：小学4年生～社会人・
　　　一般の方

※ 　　・　　・　　・　　・　　　　
　に参加の方は、自家用車でのご来場はご遠慮
　ください。

3 6 7 8 9

夏休み
ボランテ

ィア体験2021夏休み
ボランテ

ィア体験2021

※　　・　　は、いずれか１回になります。6 7

10　オンライン傾聴　
有料老人ホーム家族の家ひまわり上尾

対象　中・小
場所　上尾市総合福祉センター
（上尾市平塚724）
内容　パソコンを使用し、オンラインで高齢者の方のお話相手をする
日程　8/4、8/18
　10:30～11:30
　13;30～14:30
定員　各3名

5
対　象　社・大・高・中・小
場　所　自宅
内　容　施設等で使うぞうきんの作成
　　　　

作成用タオル配布日　7/26～7/30
提　出　期　限　9/10まで
配布・提出場所　上尾市総合福祉センター
　　　　　　　　（上尾市大字平塚724）

自宅でぞうきんを作る
□ □ □ □ □

※作成用のタオルはボランティア
　センターで用意します

※先着順
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お預かりいたしました寄付は、有効に活用させていただきます。 ◆令和３年１月１日～令和３年４月30日受付分（敬称略・順不同）

▶ボランティア基金

27,378あげお第一診療所
寄付金（円）寄付者

▶善意銀行（寄贈品）▶善意銀行（寄付金）

お菓子　段ボール８箱
お菓子　段ボール２箱（贈答用）
お菓子　段ボール８箱
長机2台、パイプイス4脚、湯呑み40個
レトルト食品（カレー・ハヤシ）100食
レトルト食品、インスタントラーメン30食
ペーパータオル3個、BOXティッシュ 35箱、トイレットペーパー 90個
言語くん（失語症訓練用具）
お菓子　段ボール３箱
毛糸　２袋
洗剤詰め合わせ20セット
マスク2,000枚、カップ麺60食、レトルトカレー 10食、お菓子

コンサートホール上尾
十連寺
アリーナ平塚
村岡社労士事務所
季節料理　太郎
匿名
佐藤　弘隆
大村　忠助
スロットサンエイト
匿名
明治神宮崇敬会
玉三郎上尾店

寄贈品寄付者寄付者 寄付金（円） 寄付先

善意銀行にご協力いただきありがとうございました。

令和２年度　共同募金運動にご協力ありがとうございました

令和２年度　上尾市社会福祉協議会会員募集のご報告とお礼

▶赤い羽根共同募金

13,426,192円
811,638円
132,636円
384,289円
1,009,487円
15,764,242円

戸別募金
法人募金･個人大口募金
街頭募金
学校募金
職域募金

金　額募金種別

合　計

▶歳末たすけあい募金

8,920,741円
250,000円
189,049円
9,359,790円

戸別募金
法人募金
街頭募金

金　額募金種別

合　計

  自治会長等をはじめ、各種団体の皆さま、市民の皆さまにご支援、ご協力をいただき、共同募金運動を実施することができました。
以下のとおり募金実績額についてご報告させていただきます。（令和３年３月３１日現在）

募金実績額 　25,124,032円

　共同募金会は「つながりをたやさない社会づくり」を
全国共通の助成テーマとしています。新型コロナウイル
ス感染症の影響により日常生活に困難を抱える子ども
やその家族、経済的に困っている人、災害被災者を支
援する事業を行っている団体へ資金面の支援としても
募金が活用されます。

赤い羽根　さいたま

今後ともご理解・ご協力を
　よろしくお願いいたします。

ご協力ありがとうございました。

　上尾市社会福祉協議会の会員募集につきまして、自治会長等をはじめ、市民の
皆さまや各種団体の皆さまにご協力をいただき、誠にありがとうございました。
　皆さまから集められた会費は、『誰もがつながりあって安心して暮らせるまち上
尾』を実現するための地域福祉事業等に使わせていただきます。

▶世帯・個人会員内訳　　　　　 　　　　（令和3年3月31日現在）
区　分 件　数 金　額

1,982,610円
798,870円
634,850円
548,890円
556,600円
1,019,595円
1,776,010円
1,077,010円
699,000円
1,157,360円
1,004,090円
161,500円
239,015円
198,500円
223,400円
8,318,680円

3,373件
1,375件
1,011件
987件
960件
1,695件
3,135件
1,917件
1,218件
1,888件
1,817件
191件
355件
261件
276件

13,951件

上尾地区（計）
①　上尾東
②　上尾西
③　上尾南
平方地区
原市地区
大石地区（計）
①　大石東
②　大石西
上平地区
大谷地区
原市団地
尾山台団地
西上尾第一団地
西上尾第二団地
        合　計

▶特別団体会員報告

医療法人聖恵会　今村整形外科・外科
医療法人英琳会　上尾ふじなみ診療所

上尾南地区
大石地区

団　体　名
（令和2年12月1日～令和3年3月31日現在）（順不同・敬称略）

・世帯・個人会員  8,318,680円 （13,951件）
・個人賛助会員   755,545円 （1,008件）
・特別団体・施設会員 1,928,000円 （300件）

合計金額 　11,002,225円

ご協力ありがとうございました。

上尾市社会福祉協議会
上尾市社会福祉協議会
上尾市社会福祉協議会
上尾市社会福祉協議会
上尾市社会福祉協議会上平支部
上尾市社会福祉協議会大谷支部
上尾市社会福祉協議会原市支部
上尾市医師会
上尾市医師会
こども食堂「とまと」
子ども食堂でんでん虫
若竹ホーム
若竹ホーム
上尾あゆみ会大石事業所

32,257
14,230
10,000
14,873
10,000
50,000
30,000
30,000
21,495
45,000
35,000
50,000
111,538
3,000

株式会社ベルク　上尾東店
株式会社ベルク　上尾春日店
上尾商工会議所　女性会
保坂　俊英
箕の木区自治会
松澤　春雄
原市6区　ひいらぎ会
上尾市立南中学校
上尾市観光協会
株式会社スパンコア
株式会社スパンコア
松澤　春雄
全まるたけ労働組合
バーバー星

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
MS＆ADゆにぞんスマイルクラブ 100,000 上尾市社会福祉協議会
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夏休みボランティア体験2021参加申込書
活動先

フリガナ

氏　名

住　所

１．以前からボランティア活動に興味があったから　　２．将来福祉関係の仕事に就きたいと考えているから
３．学校の宿題や課題だから　　　　　　　　　　　　４．家族や友人にすすめられたから
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

申込をした理由

学校名・勤務先
※在学・在勤の確認のため市外に
　お住まいの方はご記入ください。

〒 電話
番号

年齢 学年 性別 男・女

№ メニュー
施設名

体験
希望日

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
2
0
2
1
応
募
方
法
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発行

誰もがつながりあって安心して暮らせる まち 上尾

あげお社協だより・生活支援ボランティア情報ふれふれ合併号
※「ふれふれ」には、人と人とのふれあいとボランティアを応援する（フレーフレー）という願いが込められています。※「ふれふれ」には、人と人とのふれあいとボランティアを応援する（フレーフレー）という願いが込められています。
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お知らせ掲示板お知らせ掲示板 informationinformation

なんでもお任せください !!なんでもお任せください !!
お見積り 完全無料!!お見積り 完全無料!!

電話でのご予約 0120-28-4141
〒362-0064 埼玉県上尾市大字小敷谷 729 
 https://www.oh28ya.com/branchf/ageo/

ちょっとしたことでも、

お庭の

喜んで!
伺います!

ちょっとしたことでも、

お庭の

喜んで!
伺います!

上尾店上尾店

植木･庭木の
お手入れ（剪定）
庭木・生垣の
刈込み

防草対策

植木・庭木の
抜根

芝生施工

空き地・空き家
管理

立木の伐採

草刈り・芝刈り

お墓の管理

植木・庭木の
植栽

高圧洗浄

その他

植木･庭木の
消毒

草取り

年間管理

植木・庭木の
移植

エクステリア

　皆さまからご協力いただきます会員会費は、上尾市の地域福祉
活動を支えるために使われております。詳細はホームページまた
は上尾市社会福祉協議会までお問い合わせください。

　社会福祉協議会（社協：しゃきょう）は、地域にお住いの皆さ
まと「誰もがつながりあって安心して暮らせるまち上尾」を推進
する民間団体です。地域福祉活動のより一層の充実を図るため、
会員加入にご協力をお願いいたします。

会 員 加 入 の お 願 い
令和３年度 上尾市社会福祉協議会

　社会福祉協議会の活動に賛同していただくサポー
ターです。ボランティア活動などへの参加が難しく
ても、社協会員の会費をもって地域福祉活動への応
援につながります。

会員
とは？
※加入は強制ではなく任意です。加入の有無で、特典や不利益は生じません。

　　年会費
１口   　500円
１口   　500円
１口　5,000円
１口　9,000円

会員の種類
世帯・個人会員
個人賛助会員
特別団体会員
施　設　会　員

登録ホームヘルパー登録ホームヘルパー
募集人数　若干名
資格要件　介護職員初任者研修修了以上
　　　　　（訪問介護職員養成研修（２級課程）修了相当）
勤務場所　上尾市内
　　　　　※おおむね自宅から徒歩および自転車で通える範囲
勤務時間　毎週日曜日から土曜日のうち、決められた日および時間
給 与 等　時給 1,350 円（身体介護、生活介護同額）１年後昇給有り
　　　　　ほか、土日祝日、早朝夜間、深夜手当て等あり
申し込み　所定の申込用紙（写真１枚貼付）に必要事項を記入の上、
　　　　　お申し込みください。
　　　　　※申込用紙は在宅福祉課または上尾市社会福祉協議会ホームページ
　　　　　　　にあります。

在宅福祉課　訪問介護係　　℡ 048－773－7827
８:30 ～ 17:15　月～金曜日（祝祭日を除く）問い合わせ

上尾市社会福祉協議会  地域福祉課  ボランティア係
℡ 048－773－7155　８:30 ～ 17:15　月～金曜日（祝祭日を除く）
共催 : 上尾市・上尾市ボランティア連絡会

問い合わせ

　共同募金配分金をもとに、対象となる小学生・中学生に対し援
助をしています。申請書に必要事項を記入のうえ、以下のとおり
提出してください。
援助行事等 ※他の補助金を差し引いた以下上限金額について支給
させていただきます。
●対象行事　遠足費（宿泊を伴わない事業）
　対象世帯　要保護（生活保護を受給している）世帯
　援 助 額　小学生　実費額（ただし上限 2,000 円）
　　　　　　中学生　実費額（ただし上限 4,000 円）
●対象行事　林間（臨海）学校費（宿泊を伴う事業）
　対象世帯　準要保護（教育委員会の援助を受けている）世帯
　援 助 額　小・中学生　実費額（ただし上限 10,000 円）
※申請については当年度の行事１回とさせていただきます。
申請方法
　申請書は通学されている小・中学校から対象の世帯の方に行事
参加終了後、配布されます。「遠足費等援助費申請書」に必要事項
を記入し、上尾市社会福祉協議会まで直接提出いただくか、以下
の郵送先へ郵送してください。
提出書類
　　　１） 遠足費等援助申請書
　　　２）振込先の通帳１ページ目のコピー（口座名義等確認）
申請書締切日
　令和４年３月 14日（月）必着（随時受付）
　行事終了後、速やかに申請してください。

　申請内容につきましては、学校に行事参加状況等の確認をさせ
ていただきます。その後、社会福祉協議会より保護者様あてへの
決定通知の郵送及び、ご指定口座への振込みをさせていただきま
す。
　記入方法等にご不明な点がございましたら、
連絡先までお問い合わせください。

要保護及び準要保護世帯の
児童・生徒遠足費等の援助について

要保護及び準要保護世帯の
児童・生徒遠足費等の援助について

問い合わせ
・
郵送先

〒362-0011　上尾市大字平塚 724番地
上尾市社会福祉協議会　地域福祉課　総合相談係
（送付する封筒に遠足費等援助申請書在中と記載してください）
℡ 048－773－7155
８:30 ～ 17:15　月～金曜日（祝祭日を除く）

フードドライブフードドライブ

　新型コロナウイルスの影響で経済が悪化し、困窮している家
庭が増加しています。上尾市社会福祉協議会ではこうした方々
を支援するため、フードドライブを開催します。
※フードドライブとは、自宅にある食品を持ち寄り、それらを
生活に困っている家庭に無料で提供するフードパントリーなど
へお渡しする取り組みです。
※ご寄付いただいた食品は、団体が配布します。

寄付いただきたい食品：お米・乾麺・スパゲティ・缶詰・レト
ルト食品・調味料・インスタント食品（味噌汁、スープ）お菓
子等保存可能な食品
※賞味期限が２か月以上あるもの。
※上記以外の食品については受け取れません。

一般家庭・学校・職場 食事に困っている方フードバンク

▶ ▶

募集募集

●ポスティングに関するお問い合わせは、㈱埼玉ロジスティックス（048-726-9240）までご連絡ください。

～ もったいない を ありがとう へ ～

会　場　上尾市役所　ギャラリー

日　時 令和３年６月 17日（木）　13時 30分～ 16時
 18 日（金）
 19 日（土）　10時～ 16時 21 日（月）
 22 日（火） ※６月20日（日）は除きます。

〒362-0011 上尾市大字平塚724番地上尾市総合福祉センター内

TEL 048－773－7155　FAX 048－772－8647

編　集
発行人

ホームページ

この社協だよりは、共同募金配分金を活用し発行しています。

社会福祉法人
上尾市社会福祉協議会・ボランティアセンター

あげお社協

Mail ／ ageo-sha@mb.jnc.ne.jp
URL ／ http://www.ageo-shakyo.or.jp/
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▶公式 Twitter はじめました
 https://twitter.com/ageo_shakyo




